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６
月
市
議
会
で
日
本
共
産
党

岡
山
市
議
団
は
、
全

41

議
案

中
、
新
ア
リ
ー
ナ
（
屋
内
多
目
的

施
設
）
の
席
数
を
増
や
す
調
査

費
用
二
〇
〇
〇
万
円
な
ど
計
２

議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

増
え
る
経
費
変
わ
る
目
的 

市
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
リ
ー

グ
の
条
件
を
満
た
す
た
め
、
五

〇
〇
〇
席
の
ア
リ
ー
ナ
が
必
要

と
し
て
い
ま
し
た
。
市
が
設
置

し
、
民
間
が
運
営
す
る
公
設
民

営
形
式
で
す
。
し
か
し
運
営
を

担
お
う
と
す
る
岡
山
の
経
済
界

が
５
月
末
、
「
効
率
的
な
運
営
」

の
た
め
に
席
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
市
に
要
請
、
市
は
こ
れ

に
応
え
て
補
正
予
算
を
組
み
ま

し
た
。
経
費
は
当
初
の
81
億
円

か
ら
145
億
円
に
増
え
て
い
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
増
え
る
の
は
必

至
で
す
。
運
営
で
儲
け
る
た
め

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に
税
金
で
大
き
く
建
て
よ
う
と

い
う
話
で
す
。 

市
は
国
か
ら
の
お
金
も
あ

り
、
財
政
状
況
に
大
き
な
影
響

は
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
結
局

は
税
金
で
す
。
他
都
市
と
比
べ

て
民
間
の
財
政
負
担
は
小
さ

く
、
８
億
円
と
い
う
額
し
か
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

市
長
は
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整

備
よ
り
む
し
ろ
賑
わ
い
づ
く
り

や
、
若
者
の
流
出
を
止
め
る
人

口
ダ
ム
の
話
を
し
ま
す
。
目
的

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

税
金
投
入
や
め
よ 

民
間
が
建
て
る
ア
リ
ー
ナ
は

全
国
に
あ
り
ま
す
。
東
市
議
は

ア
リ
ー
ナ
に
税
金
投
入
は
反
対

で
す
。
水
道
料
金
値
上
げ
や
給

食
費
値
上
げ
な
ど
市
民
負
担

増
の
一
方
で
行
う
政
策
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

 

 

 

 



訪
問
介
護
事
業
所
は
２
０
２

２
年
度
時
点
で
４
割
の
事
業
所

が
赤
字
で
す
。
そ
れ
な
の
に
国

は
、
４
月
か
ら
訪
問
介
護
事
業

の
報
酬
を
２
％
以
上
も
減
ら
し

ま
し
た
。
移
動
時
間
が
長
く
て

も
報
酬
は
増
え
な
い
た
め
、
周

辺
地
域
ほ
ど
赤
字
が
増
え
る
構

図
で
す
。
訪
問
介
護
事
業
所
が

パ
チ
ン
コ
な
ど
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
の
疑
わ
れ
る
人
は
全

国
に
2.2
％
、
岡
山
市
に
は
１
万

数
千
人
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
患
者
は
急
増
で
す
。 

東
市
議
は
質
問
で
、
誰
も
が

な
り
う
る
病
気
で
あ
り
、
本
人

の
意
思
の
弱
さ
の
せ
い
に
し
た

り
借
金
の
肩
代
わ
り
を
し
た
り

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す
る
こ
と
は
解
決
に
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
の
周
知
啓
発
や
支
援

の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

つ
ぶ
れ
れ
ば
、
在
宅
の
高
齢
者

と
家
族
は
ピ
ン
チ
に
お
ち
い
り

ま
す
。 

東
市
議
は
質
問
で
、
市
と
し

て
の
支
援
や
、
国
に
モ
ノ
を
言

う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
が
、
市

は
、
事
業
所
の
影
響
は
気
に
し

て
い
る
が
市
と
し
て
の
支
援
は

し
な
い
、
国
に
は
政
令
市
で
足

６
月
29
日
は
岡
山
空
襲
の

日
で
す
。
今
年
で
79
年
で
す
。

若
い
人
た
ち
と
平
和
を
願
う

ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を

灯
し
ま
し
た
。（
東
つ
よ
し
） 

並
み
の
そ
ろ
う
範
囲
で
モ
ノ
を

言
う
と
い
う
だ
け
の
答
弁
で
し

た
。 ６

月
議
会
に
は
、
報
酬
削
減

の
撤
回
を
国
に
求
め
る
陳
情
が

出
さ
れ
、
党
市
議
団
は
採
択
を

求
め
ま
し
た
が
、
継
続
審
査
に

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

岡
山
市
に
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を

含
め
依
存
症
の
相
談
支
援
の
窓

口
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
↓ 

依
存
症
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

０
８
６
‐
８
０
３
‐
１
２
７
４ 

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
） 

９
～
12
時
、
13
～
16
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岡山市は「地域公共交通利便増進実施計画」で２０２５年度後半以降に

重複するバス路線を集約（便数減）する一方、周辺地域のバス増便や拠点

間をつなぐ新規バス路線を開通します。市は導入する車両の購入や運行

経費を最大６５％出すとしています。 

東市議がくりかえし議会質問で求めてきたことでもあります。東市議は６

月議会で、市民の移動権・交通権を保障する立場で路線の拡充や、路線維

持に市が責任をもつこと、計画には住民の声を聞いて反映させていくこと

を提起しました。 

妹尾方面 

妹尾駅に小型バスが乗り入

れ、汗入バス停と商業施設や

公共施設をつなぎます。汗入

で県道岡山児島線のバスに

乗り換えできます。岡山駅―

汗入は集約、重井病院には妹

尾駅から行けますが本数は

減ります。一日３便のコンベッ

クス方面は廃止します。 

２０２５年度中開始予定。 

岡南方面 

岡山駅―築港新町（天満屋岡南店付近）のバス路線を集約

する一方、小型バスによる小串方面―築港新町―ろうさい

病院の支線を新設。 

現行の岡山駅―小串―玉野市方面の路線と合わせて、小

串を通るバスは現行平日往復合計１８便が２１便へ増便。 

一日３便の玉野市上山坂方面は廃止します。 

２０２５年度中運行開始予定。 

築港新町バス停はベンチなどを備えたものに充実します。 

拠点間路線新設      小型バスが走ります。 

〇北長瀬駅－市民病院－妹尾駅（平日往復合計２８～３６

便） ２０２５年度中開始予定。 

〇妹尾駅―南区役所―ろうさい病院―築港新町（平日往

復合計８～１２便） 岡山南環状道路完成後運行開始予定。 

〇築港新町―ろうさい病院―南区役所―南ふれあいセン

ター―日赤病院（平日往復合計６～１０便） ２０２５年度中

開始予定。 生活の相談などお困りごとは随時お声かけください 


